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１ 安安心心ししてて学学習習ででききるる環環境境ををつつくくるる

２ 確確かかなな学学力力のの向向上上とと
自自己己判判断断力力のの育育成成をを図図るる

３ 社社会会性性をを育育成成しし、、
人人間間関関係係能能力力をを向向上上ささせせるる

新新たたなな大大田田区区のの
教教育育のの指指針針ととななるる

（（仮仮称称））新新教教育育ププラランン
のの策策定定

平成２０年３月２６日付けで、教育長に就任し
ました。
地域・保護者の皆様のご支援をいただきな

がら、より充実した大田の教育をめざし、取
り組む所存でおります。
どうぞよろしくお願いいたします。

私は、大田区の公立小中学校の運営には３つの

目標があると考えています。

いじめや不登校、学級の荒れなどがなく、子ど

もたちが、安心して、のびのびと学習できる学習

環境をつくること。

質の高い授業を通して、子どもたちの学力向上

を図るとともに、社会生活を営むために必要な知

識を習得し、正しいものの考え方や判断力を身に

つけること。

学級や学校におけるさまざまな集団活動の中で

規律性や責任感を体得し、さらには協調性を学び、

リーダーシップを発揮するなど、社会に出たとき

に人間関係に適切に対応できる基本的な態度や能

力を身につけること。

これらは昔からずっと言われていることです

が、いま改めて取り上げる必要があると私は考え

ています。この３つの目標を実現するためには、

教育委員会と学校が緊密な連携を取り協働してい

かなければなりません。そして、現在の多様な価

値観と少子化という社会状況の中では、地域の皆

様の支援が必要です。

私は教育長として、地域・保護者・学校・教育委

員会が連携を強め、子どもたちにとって、よい思

い出となるすばらしい学校をつくっていきます。

また、地域力を高め、維持していくためには、

区民が生涯を通じて学ぶよろこびや生きがいをも

って生活できる生涯学習環境が重要です。そのた

めに、年齢や性別などにかかわらず、学習やスポー

ツをする機会や文化・歴史・芸術などに親しむ環境

整備の充実を図ります。そして、区民の皆様の学

習成果を地域の中で活かしていただけるように、

地域や学校などで区民活動に参加する場を提供す

るなど、地域を支える人材育成につながるような

コーディネート機能を充実させます。

本年３月には、大田区基本構想審議会から今後

２０年を展望する基本構想の審議のまとめが、区長

に答申されました。

その中で、「地域力」という言葉について、「地

域とは、そこに住み、働き、学ぶなど、その地域

にかかわる区民一人ひとりで構成されているとと

らえ、区民一人ひとりの力が地域力の源になる」

としています。

「地域力を活かした学校づくりと
多様性への対応」

子どもたちが命を大切にし、社会性と思いやり

を学び、たくましく生きる力を定着をさせるため

には、地域力を活かした体験学習や地域とかかわ

る機会の充実が必要です。

さまざまな地域の方とのかかわりを通じて、子

どもたちが多くの大人に見守られていることを実

感しながら成長することが必要なのです。

また、外国人や帰国子女が円滑に学校生活をお

くるための配慮や特別支援教育など、子どもたち

一人ひとりのニーズや社会の状況にあった多様な

教育活動の充実も図ります。

「区民が学習し、文化・スポーツなどに
親しむ機会の提供」

４０年にわたり、区民の皆様に親しまれた大田区

体育館は、今年３月をもって閉館し、その跡地に

は、より多様なニーズに応えるため平成２３年度中

の開館をめざし、総合体育館の建設準備を進めて

います。

１０か年の大田区基本計画に基づいた個別計画と

して、また教育基本法第１７条に基づいた教育振興

基本計画として位置づけ、大田区の新しい教育プ

ランを策定します。

教育長就任所感

「これからの大田の教育について」
教育長 清水 繁

大大田田区区立立
小小・・中中学学校校のの
運運営営のの

３３つつのの目目標標

地地域域力力がが
区区民民のの暮暮ららししをを支支ええ、、
未未来来へへ躍躍動動すするる
国国際際都都市市おおおおたた

第９６号 教育長就任所感……………………１面
子どもたちの体力向上のために…２面
夏休み子ども対象事業のご案内…３面
青少年委員・体育指導委員の紹介

………………………４面平成２０年（２００８年）
７月１日発行

学校支援ボランティアの方と一緒に生活科の授業「とうもろこしの種まき」
（おなづか小）

世界の教育事情をテーマに、約２００万人が同時に受けた
「世界一大きな授業」 （大森第十中）

区内企業のもつ高い技術力が子どもたちを育てる
「おもしろ理科教室」 （大森東小）
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子どもたちの体力の現状

文部科学省が行っている「体力・運動能力調査」

によると、子どもの体力・運動能力は昭和６０年頃

から現在まで、低下傾向が続いています。親世代

の子ども時代と比較してみると身長や体重などは

上回っているものの、ほとんどのテスト項目の結

果で子ども世代が親世代を下回っています。また、

今年１月の中央教育審議会の答申においても、日

常的に運動する子としない子の二極化が見られ、

体力水準も全体的に低下してきていることが課題

として取り上げられています。

おおたの子どもたちの体力の現状を知るため

１学期には、

全ての区立小

学校の５・６

年生と中学生

を対象に新体

力テストを実

施しました。

この調査結

果が現在の大

田区の児童・

生徒の体力・運動能力を知る基礎データとなりま

す。

なお、個別の調査結果はお子さんを通じて２学

期に保護者の方へ配布します。

体力が低下している原因

子どもたちの体力が低下している原因として、

外遊びやスポーツの重要性を学力の状況と比べ軽

視する傾向が進んだことや、生活の利便化や生活

様式の変化により日常生活において身体を動かす

機会が減少したことにあると考えられます。

指導の充実のために

体力調査委員会を設置し、新体力テストの結果

を分析します。分析結果は報告書にまとめ、年度

末に各学校へ配付し、自校のデータと併せて活用

し、指導の充実を図ります。

体力向上プログラムの作成

体力向上・生活習慣の確立を図るため、学校や

家庭で行う運動例、生活習慣確立に向けた実践プ

ログラムを作成し、今年度中に各学校に配付する

予定です。各学校では、このプログラムを活用し、

体力向上・生活習慣の確立を目指したさまざまな

取り組みを実践していきます。

「よく身体を動かし、よく食べ、よく眠る」

成長期の子どもたちにとって、バランスのとれ

た食事・適切な運動・十分な休養と睡眠は、必要

不可欠なものです。夜型生活や朝食を抜くなどの

基本的な生活習慣の乱れは、学習意欲や体力・気

力の低下の要因の１つとして指摘されています。

また、栄養不足や生活習慣病、心身の体調不良の

原因になると言われています。

子どもたちの生活リズムの定着や朝ごはんを食

べるなどの基本的な生活習慣を身につけるために

は、家庭の役割が大きいところです。

もうすぐ夏休みに入ります。夏休みは特に、基

本的な生活習慣が乱れがちになります。この機会

にお子さんと一緒に、夏休みの１日の予定表を作

ってみませんか？ 毎朝、地域のラジオ体操に参

加するというのも、生活リズムを定着させる上で

効果的かも知れません。また、外出の計画を立て

る時には、自然体験やウォーキング、サイクリン

グなど、お子さんと一緒に身体を動かせるような

ものも検討してみてはいかがでしょうか？

子どもたちにとっての体力とは、元気でいきいきと生活するために欠かせな
いものであるとともに、物事に取り組む意欲や気力といった精神面にも深くか
かわっています。
教育委員会では、学校や家庭、地域と連携を図りながら、子どもたちの心と

身体と知性がバランスよく成長・発達するよう体力向上・健康づくりに取り組
んでいます。

子子どどももたたちちのの健健ややかかなな成成長長ののたためめににはは、、適適度度なな運運動動、、
調調和和ののととれれたた食食事事、、十十分分なな休休養養・・睡睡眠眠がが大大切切でですす

《新体力テストのテスト項目》
小学生：握力・上体起こし・長座体前屈・反復横跳び・

５０ｍ走・２０ｍシャトルラン・立ち幅跳び・

ソフトボール投げ

中学生：握力・上体起こし・長座体前屈・反復横跳び・

５０ｍ走・２０ｍシャトルラン・持久走（選択）・

立ち幅跳び・ハンドボール投げ

《生活習慣を身につけるため、家庭でできること》

◇寝る時刻・起きる時刻を決める。

◇朝ごはんを食べる。

◇１日のテレビを見る時間・ゲームをする時間を

決める。

◇お手伝いなど、子どもの役割を決める。 など

問合先 学務課保健給食係

ＴＥＬ ５７４４－１４３１ ＦＡＸ ５７４４－１５３６

南六郷小学校では、心身ともに健康・安全で活
力ある生活を営めるようにすることを目標に、計
画的に体力向上の取り組みを行っています。
子どもたちの体力向上を図る上で、１番大切に
しているのは、日々の体育の授業の充実です。ま
た、子どもたちの運動の日常化も重要と考え、生
活目標の「外遊びの推奨」とあわせ、月１回の体
育朝会では、さまざまな運動を紹介しています。
子どもにとって外遊びは、体力向上のための重要
な役割を担っています。
そして、１１月はマラソン月間です。学年ごとに
目標の距離を設定するとともに、５・６年生は多
摩川土手でのマラソン大会に取り組みます。また、
子どもたちが意欲的に取り組めるようがんばりカ
ード（記録カード）を作成するなど、子どもたち
の成長に合わせた取り組みの工夫をしています。

問合先 指導室指導主事

ＴＥＬ ５７４４－１４３５ ＦＡＸ ５７４４－１６６５

ラジオ体操は、昭和３年に制定されＮＨＫ

ラジオで放送を開始してから、今年で８０周年

となります。この記念すべき年の「夏期巡回

ラジオ体操・みんなの体操（７／２０～８／

３１）」の最初の会場が大田区に決まりました。

当日は、ＮＨＫラジオ第１で放送されるほか、

ＮＨＫ教育テレビの生中継も行われます。

みなさんも、会場で、ご家庭で一緒にラジ

オ体操をしませんか？

日時 平成２０年７月２０日（日）午前６時～

会場 平和の森公園（平和の森公園２－１）

平和の広場

※雨天時の会場は、大森スポーツセン

ター（大森本町２－２－５）です。ま

た、テレビ中継は中止となります。

主催 （株）かんぽ生命保険・ＮＨＫ

全国ラジオ体操連盟

共催 大田区教育委員会

後援 （財）大田区体育協会

問合先 社会教育課

ＴＥＬ ５７４４－１４４３ ＦＡＸ ５７４４－１５３９

子どどももたたちちのの体体力力向向上ののたためめにに
心と身体と知性のバランスのとれた成長を目指して

体体力力はは、、人人間間ののああららゆゆるる活活動動のの源源でですす。。

事例紹介 南六郷小学校での取り組み

体力向上のためには、

基本的な生活習慣の確立
が重要です！
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夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操

大田区大会開催のお知らせ

運動会で、力をあわせて組体操（羽田小）

新体力テスト・立ち幅跳び
（大森第二中）

多摩川土手を走る子どもたち（南六郷小）

� 第９６号 平成２０年（２００８年）７月１日おおたの教育
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申込方法

会 場 郷土博物館（南馬込５－１１－１３）

主な交通手段

申込方法

会 場

主な交通手段

夏夏休休みみ 子子どどもも対対象象事事業業ののごご案案内内
��� 郷土博物館

いずれも７月１１日（金）から電話受付（先着順）

ＴＥＬ ３７７７－１０７０ ＦＡＸ ３７７７－１２８３

◆地下鉄「西馬込」駅から徒歩８分。

◆「大森駅」山王北口から東急バス「荏原町駅入

口行き」で「万福寺」下車徒歩２分。

��� ボランティア・区民活動センター

あいさつなどの簡単な手話表現を学んで、「聞

こえない」ことについて一緒に考えてみませんか。

日 時 ７月２９日（火）・３０日（水）・３１日（木）

１０時～１２時

会 場 大田区社会福祉センター６階会議室

対 象 ３日間参加可能な区内に在住・在学の小

学４年生～中学３年生（定員２０名・抽選）

費 用 無料

締 切 ７月１５日（火）必着

��� 産業のまち発見隊

��� 大森 海苔のふるさと館

いずれも７月１１日（金）から電話受付（先着順）

ＴＥＬ ５４７１－０３３３ ＦＡＸ ５４７１－０３４７

大森 海苔のふるさと館（平和の森公園２－２）

◆京急「平和島駅」から徒歩１５分

◆「大森駅」から京急バス「平和島循環」で

「平和島５丁目」下車徒歩３分。

あなたの描いた絵手紙で、区内のお年寄りと交

流を図りませんか。

日 時 ８月６日（水）・７日（木）１０時～１２時

会 場 大田区社会福祉センター４階会議室

対 象 ２日間参加可能な区内に在住・在勤・在

学の小学生以上の方（定員４０名・抽選）

費 用 ３００円

締 切 ７月２５日（金）必着。

モノづくり体験や工場見学を通じて、産業のま

ち大田を再発見してみませんか。

日 時 ７月２３日（水） ９時～１６時３０分頃

会 場 区内工場

城南職業能力開発センター大田校

対 象 小学４～６年生と保護者

定 員 ２５組５０名（抽選）

費 用 無料（昼食・筆記用具持参）

締 切 ７月１０日（木）必着

申込方法

往復はがきに住所・氏名・電話番号・年齢

（学校名・学年）を記入のうえ下記まで。

申込・問合先

ボランティア・区民活動センター

〒１４４－００５１ 大田区西蒲田７－４９－２

大田区社会福祉センター５階

ＴＥＬ ３７３６－５５５５ ＦＡＸ ３７３６－５５９０

申込方法
往復はがき又は FAXに、参加児童と保護
者それぞれの氏名とふりがな、児童の学校名
と学年、住所、電話番号、参加して質問した
いことを記入のうえ下記まで。

申込・問合先
社団法人 大田工業連合会
〒１４４－００３５ 大田区南蒲田１－２０－２０
ＴＥＬ ３７３７－０７９７ ＦＡＸ ３７３７－０７９９

開催日 時 間 体験学習会名 費用／持ち物 対 象 定員

７月３０日（水）１３：００～１６：００
ペーパークラフト「ベカブネづくり」
ペーパークラフトの海苔船づくりを通して、地域の伝統産業を振り返ります。

２００円
はさみ

小学４年生
以上

３０名

開催日 時 間 体験学習会名 費用／持ち物 対 象 定員

７月２４日（木）１３：３０～１６：００
縄文時代の耳飾（みみかざり）づくり ［東京都埋蔵文化財センター協力］

縄文時代の石製（せきせい）耳飾（みみかざり）を作ります。
３００円

小学生

以上

各３０名

７月２５日（金）
�１０：００～１２：００
�１４：００～１６：００

勾玉（まがたま）づくり ［実験考古学研究会協力］

青田石を加工して自分だけの勾玉を作ります。
３００円

８月６日（水）１３：００～１６：００
麦わら遊び「ホタルカゴづくり」
麦わらで昔の虫かごを作ります。

はさみ

小学３年生

以上
８月１３日（水）９：００～１６：００

大麦の脱穀（だっこく）と麦こがしづくり
昔の農具を使って麦を脱穀し、麦こがしや麦茶を作ります。

タオル

昼食

８月２０日（水）
�９：００～１２：００
�１３：００～１６：００

麦わら遊び「大森麦わら張り細工」
染色した麦わらを木箱や額に張って、世界で一つの麦わら張り細工を作ります。

３５５円

はさみ

８月２７日（水）１０：００～１６：００
六郷のとんび凧づくり ［六郷とんび凧の会協力］

江戸時代の終わり頃から六郷地区で作られていた�とんびの形をした凧�を作ります。

１５００円

はさみ 昼食

小学４年生

以上と保護者
１５組

夏休み子ども手話教室 夏休み絵手紙ボランティア教室

体験学習会（とんび凧づくり）

平成２０年（２００８年）７月１日 第９６号 �おおたの教育



教育委員会では、特別出張所ごとに推薦された方を青少年委員・体

育指導委員として委嘱しています。青少年委員は地域における青少年

教育の振興のために、体育指導委員は地域におけるスポーツ振興のた

めに、皆さんの身近なところで幅広く活動しています。

青少年の教育や育成活動、スポーツ活動に関するご意見やご相談な

どは、地域の各委員に気軽に声をおかけください。

問合先 社会教育課事業係 ＴＥＬ ５７４４－１４４７ ＦＡＸ ５７４４－１５３９

平成２０・２１年度の青少年委員と体育指導委員（平成２０年５月１日現在）

大田区では、お子さんが区内の幼

稚園、小・中学校などに通う保護者

を対象に、これまで「こども緊急連

絡システム」を使用し、子どもに係

る不審者・事件・事故の情報メール

を携帯電話に送信してきましたが、

システムを充実させ、よりよいサー

ビスを提供するために、平成２０年４

月から、区民安全・安心メールサー

ビスに切り替えを行いました。

区民安全・安心メールサービスに

は、どなたでも登録ができます。こ

れにより、自治会・町会や地域の防

犯パトロールの団体の方も防犯情報

を得ることができるようになりまし

た。防災・地震・気象などの新たな

情報提供も始まっています。

また、教育委員会・学校・保護者

間専用の「学校緊急連絡システム」

も新たに学年ごとに行事等のメール

が送信できるようになり、より便利

になっています。

このメールサービスをご利用いた

だくには、事前の登録が必要です。

詳しい登録方法は、各学校から配付

されている案内をご覧ください。登

録を希望されない保護者の方は、従

来どおり学校からプリント配付等の

方法により連絡を行いますが、急を

要する場合もありますので、この機

会にぜひご登録ください。

問合先 庶務課庶務係

ＴＥＬ ５７４４－１４２２

ＦＡＸ ５７４４－１５３５

□日時 平成２０年７月２３日（水）

平成２０年８月２７日（水）

平成２０年９月２４日（水）

□時間 いずれも午後２時から

□場所 本庁舎６階 教育委員会室

※予定が変更になる場合もありま

す。傍聴を希望される方は、あらか

じめ、下記までご確認ください。

問合先 庶務課庶務係

ＴＥＬ ５７４４－１４２２

ＦＡＸ ５７４４－１５３５

青少年委員は
次世代を担う子どもたちが地域の中で健やかに成長できるよう、地域

の教育力向上に向けての�地域の青少年教育の推進者�が青少年委員で
す。

地域の青少年団体や学校などの関係機関との連携・調整を行うほか、

青少年活動の支援や各種の相談活動、青少年団体の交流促進など、地域

の青少年教育のコーディネーター・指導者として活動しています。

体育指導委員は
誰もが身近な地域で生涯にわたりスポーツに親しむことができる「生

涯スポーツ社会」の実現に向けての�地域のスポーツ振興の推進者�が
体育指導委員です。

体育指導委員は、スポーツに関する情報提供や助言・指導など、区民

の皆さんがスポーツについての理解を深め気軽に参加できるよう、地域

と行政及び区民相互のコーディネーターとして活動しています。

□文化部門

・平成１９年度体験記事業

「食事と家族のふれあい～心も体

も温まる食事」（心の東京革命推進

協議会）

【都知事賞】（絵）小池小４年束田優花

（作文）糀谷小３年齋藤美里

【会長賞】（絵）小池小２年山口薫

・第６０回全日本学生清書コンクール

【東京都教育委員会賞】馬込東中１年

中西美結【連盟賞】馬込東中２年

片山惠水

□スポーツ部門

・第７回全国小学生ソフトテニス大

会／女子４年生以下ダブルス

【第１位】馬込第三小４年川瀬莉穂

・第１８回関東小学生男・女選抜ソフ

トボール大会／男子の部

【準優勝】矢口イーグルス

□平成２０年第２回定例会

・幼稚園教育職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例

・幼稚園教育職員の勤務時間、休

日、休暇等に関する条例の一部

を改正する条例 外２件

□平成２０年第１回臨時会

・大田区立小池小学校の指定校変

更不許可処分に係る異議申し立

てについて

□平成２０年第２回臨時会

・大田区立久原小学校の指定校変

更不許可処分に係る異議申し立

てについて

□平成２０年第３回定例会

・大田区教育委員会事務局処務規

則の一部を改正する規則

・大田区教育委員会公印規則の一

部を改正する規則

・大田区教育委員会非常勤職員の

報酬の額に関する規則の一部を

改正する規則 外１８件

□平成２０年第４回定例会

・大田区立学校の管理運営に関す

る規則の一部を改正する規則

・幼稚園教育職員の勤務時間、休

日、休暇等に関する条例施行規

則の一部を改正する規則外１件

地 域 青 少 年 委 員

大
森
地
区

大森東 伊藤 音嗣 比戸 二郎 伊藤 明美

大森西 田中 清一 馬場 陽子 丸山 幾子 岩附 弘二

入新井 佐々木久江 早川 宣子 竹内 由江

馬 込 大串 晴代 中山 秀美 中村 由実

池 上 中島 俊弘 藤田 義輝 齋藤 章子

新井宿 水島 玲子 溝口美枝子 広瀬 晴美

調
布
地
区

嶺 町 長久保伸一 片岡 雄子 田中都希子

田園調布 齊藤 一郎 清原きょう子

鵜の木 曽根千鶴子 三好 広美 有薗 芳章

久が原 座間美佐子 緑川 京子 杉山 雅彦

雪 谷 高島 七重 安次嶺一夫 田島 政文 國吉きさ子

千 束 堀 幸子 守口 千重 土屋 正史

蒲
田
地
区

糀 谷 吉澤誠一郎 高橋万里子 土屋 惠子 長坂 有子

羽 田 横田 庄治 金田 行英 草野 睦代 渡司 幸

六 郷 三浦 利夫 出川和加子 小林 広子 鮎沢 博

矢 口 朝永 雅美 持田智鶴子 浜田 和久 金見 春彦

蒲田西 江川 紀惠 角田 政春 西村 啓子 松本 君代

蒲田東 山口 勝朗 小倉 孝子 荒井 光代 山本 勇

体 育 指 導 委 員 地 域

伊藤晋一郎 川村 有史 川崎 愛子 大森東

大
森
地
区

川島 恭治 奥地 彰一 宮�かおる 井上 智子 大森西

谷 哲也 安田 利之 安長 一江 入新井

横山 仁美 今田 恵美 木下 敏龍 村尾 正彦 馬 込

荒木 弘子 宮崎 昇 井出 幸子 西村 哲 池 上

菊池 司郎 小松 孝芳 伊藤せい子 新井宿

�井 和惠 菅原 弘子 池田千津子 嶺 町

調
布
地
区

飯島 �尚 黒崎あつみ 酒井加代子 田園調布

児山 光子 岩間 弘 森田 光一 鵜の木

菊地 隆 徳富 朋子 富田 浩司 久が原

池 忠恭 永久保美代子 月居 利久 御子神典雄 雪 谷

小澤 清臣 山崎 裕一 千 束

兼子 典一 松原 敏彦 新谷 篤子 糀 谷

蒲
田
地
区

津田 尚孝 邉見 和子 上諏訪正士 西種子田公一 羽 田

石渡 義仁 穂積 隆治 岩� 哲 高塚 時彦 六 郷

中島 力 渡辺 義太 矢 口

岩井 定子 花島 学 小林 範明 蒲田西

渡邉 一代 斉藤 昇 北野 妙子 蒲田東

表 彰 ※※学学年年はは受受賞賞時時ののももののととししてていいまますす。。

教育委員会の主な議題

教育委員会定例会の開催予定日

こども緊急連絡システムから区民安全・安心メールサービスへ

平成２０・２１年度

青少年委員と
体育指導委員の紹介
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